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■各部の名称

対物レン

ヽ

メモリーリコールキ=

メモリーキー

測定スイッチ、、、、、
"

受光角切り換えノブ

シンクロターミナル

モード切り換えスイッチ

液晶表示部

Sゾーンマークキー

ゾーンマークキー

Hゾーンマークキー

ブザーキー

接眼レンズ

接眼枠 (アイカップ付)

メモリーオフキー

/丁 /巨V/MULTIキー

アップキー

ダウンキー

ストラップのつけ方



口 液晶表示部

モード表示

①園定常光測定

Oロ コード接続測定
③ロ コードレス測定

④ロ フザー表示

⑤国簡易輝度測定

が表示されます。

モードスイⅢ′′/1Nロ ロ のと

きM∪ LTIヽ  411す と回コ

が表示され柏

"回
数が0～ 9、

10回 以上は 1ウ タの数1直が表

示されます。

・ISOキーとアツプ、ダウンキ

ーの操作によリフイルム感度

が表示されます。

・直コISOのメモリー回数が表

示されます。

①電源スイッチをONし たときbc
の文字が表示されます。

②測定F値の整数項が表示されます。

0測定E∨値の整数項が表示されます。

④定常光F優先モードのときアップ、

ダウンキーにより設定F値が表示

されます。

⑤測定範囲外のとき巨o(オーバー)

巨u(ア ンダー)が表示されます。

アップ、ダウンキーの操作によ

り設定タイムが表示されます。

・ 回は分

・ 日は秒

・回 はコマ数表示です。

ムービーコマ数表示は110000の

あとに表示されます。

・ 里 はタイム優先モードの表示

・口絞り優先モードのとき、測定

タイムが表示されます。

・簡易輝度の測定値が表示され

ます。

Ⅲヨ凸が 5回まで表示さ

れます。

【回′二]]]

黒:
F丁 /E∨IMUL丁 |キーの操作によ
り次の表示がされます。

・ 日 はタイム優先でF値測定

・ 旦 はF値優先モードの表示

・ 回 は巨V値測定の表示
・ |.口 .口 。日。|.|。 日 >
ll(12232456490

く  |.|.日 。日。日。日.日 .
U05071142284

アナログ表示部

タイム優先モードのとき測定F値が

アナログで表示されます。

①測定F値の表示が、アナログ的に

1‐ 2絞り単位で表示されます。

②測定後メモリーキーを押すとデジ

タル表示部の値がメモリーされ表

示されます。

③05～ 128は F値が印刷されています。

④測定範囲外のとき 」ちが表示さ

れます。

ソーンマーク (▲▲▲)
・タイム優先モードのとき3点

で自由に表示できます。

・フイルムの有効露光域範囲

・測定F値の目標設定等に自由

に使用できます。

内円 1°

外円 3° の

サークルです。

ノ]『 」‖亀口FFFF″

F、 巨∨、丁値

が表示されます。

現在セツトされている

受光角が表示されます。

ファインダー内表示

1電源スイッチONに したとき
電池容量の表示がされます。

(_  ヽ ゴ1'■ )

a測定F、 E∨ 値の小数項が表

示されます。

(=  (01)―  」
。
''t(09))



日 モー ド選定と操作一覧

(測光方式 ) (被測定光 )

ロ コードレスモード
「

１

ロ

し、ィ″【モードスイ

l・ ま′

卜でヽ

そす。

に呼r,

され r

ムと‖
(f(I)

でき ,i

られ ,|

単位で |

絞り単イウ

表示し′

単位で |

、フlタ

▲▲▲ )

‐
ロクFl

ル:BL

表i、「 |

され測定値が演算されます。

るフィルム感度だけ残ります。

まり

(モード)

回 F値測定モード

囲 コード接続モードシンクロコード

И コードレスモード
フラッシュ光

スイッチ、キー操作
｀``｀`flニド表示 定    常

日 (□ )

光

電源スイッチをONすると bc文字と電池容量 J・ :'tを ドット表示
モード切換えスイッチをスライドさせると 園   各モードの表示がセットできます
受光角切換えノブをスライドさせると ファインダー内の液晶表示部に受光角が 1

ISOキー
を押した

まま

アップまたはダウンキーを押すと ISOI～ 12500ま でのフィルム感度がセッ
メモリーキーを押すと フィルム感度が 2種類までメモリーできま

メモリーリコールキーを押すと メモリーされているフィルム感度が交互

メモリーオフキーを押すと メモリーされている数値が解除され、表示

アップまたはダウンキーを押すと 丁(タイム)優先   30分～ 18000秒までのタイ
24、 25、 30、 32、 64、 128のムービーコマ数
卜できます。

F(絞 り)優先  o5～ 128ま でのF値がセット
FI丁 E∨ IMULTIキ ーを押すと 丁→F→ E∨→丁値の順で測定モードが切換え

各ゾーン
マークを
押したま
ま

(■理 アップまたはダウンキ ソーンマークの左側の ▲だけが l.‐ 2絞り

キー)メモリーオフキーを

甥解醸ぜ
アツプまたはダウンキ

ソーンマーク 3点の幅はそのままで112絞
ゾーンマーク 3点の表示が消えます。再表

ゾーンマークの右佃1の ▲だけが1‐ 2絞り単

フザ_(g)キ _を押すと ロ マークが表示され各キーと連動して、
アナログ部の測定値がゾーンマーク (1

測定スイッチを押すと
各測定モードで、その時の明るさを測定し

メモリーキーを押すと 丁優先モードのとき
回 lが表示されアナ

メモリーリコールキーを押すと アナログ部にメモリーされた値がデジタ

メモリーオフキーを押すと 最後に表示されている値のみ残り、ドット

(輝度)キーを押すと ロ マークが表示され簡易的な輝度測定が

ンチの指示モードが表示される。

「 3° と表示します。

11000秒までのタイムがセットできます。

単発と積算測定 (回 0)のモード切換えができます。

5まで移動設定ができます。

左端がF05、 右端F128まで移動設定ができます。
場ヽ合は再度ゾーンマークキーを押してください。

1己8まで移動設定ができます。

音が鳴ります。またコードレスモードで受光したときもフザー音が鳴ります。

設定した、上、下限の測定範囲を越えたとき 2音で警告音が鳴ります。

単発測定モードのとき

i示が1/2絞り単位のドツト表示になり5回 (回 5)までメモリーできます。

,J定値と回数が、メモリーされている回数だけエンドレスで呼び出されます。

ロマークが点滅して測定準備状態になリフ
ラッシュ光を受光したとき測定します。

コードで接続したフラッシュを発光させ

その時の明るさを測定します。

フナログ表示になリメモリーされている値と肛団 1(回数)表示が解除されます。

でき,|



■測定準備

l.電池の入れ方
単 HI乾電池(L日 -6ま たはR6)15∨×2本を使用します。

1 電源スイッチをOFFにします。
2 電池る、たを矢印の方向に引いてはすします。
3 リボンを下に敷き電池を電池ケース内の表示+ニ
に合せて、一側に押すようにして挿入します。 (図 1)

4 電池る、たを閉めます。確実に噛み合つたことを確
認してください。

☆電池を入れ換えたときは余分な電池消耗を防ぐた

めかならず電源スイッチを一度ON、 OFFし て
ください。

☆測定中、表示されたbc文字が点滅することがあ
ります。このときは電池の容量不足ですので新し

い電池と取りかえてください。

★長い間、使用しない時は電池を抜いておいてくだ

さい。

★リボンは奥側の電池 1本を取り出す時に使用し、

電池が 2本入ったままでは引張らないでください。

★この露出計には充電式電池(KR― AA)は使用でき
ません。

2.バッテリーチェック
1 電源スイッチをONすると液晶表示部にbc文 字
と電池容量が表示され、そのあと測定モードに切換

わります。(図2)(図 3)

2 電池容量はドット数で表示されます。(図 2)
3 電池容量が不足するとbc文字が点滅します。
その場合は新しい電池と交換してください。

★電池容量を長く表示したい時はISOキーを押したま
ま電源スイッチをONしてください。
★ONの状態で放置しますとォートォフ機能が働き約
4分後に自動的に表示が消えます。

★オートオフ後、再使用するときは、電源スイッチを

一度OFFに してからONしてください。

田      回  遇 un

口
 un _ _回 ′25

3.測定モードの決め方
3つのモードがあります。

O定常光測定 (F値、T値、巨∨イ直)
Cフ ラッシュ光のコード接続測定 (単発、積算)

。フラッシュ光のコードレス測定 (単発、積算)

浸」定モードに応じてモード切換えスイッチをスライド

させ各マークに合せてください。

1.定常光測定モー ド
11)モード切換えスイッチをロマークに合わせ電源スイ

ッチをONしてください。定常光測定ができます。
(2)T優先モード(F測定)、 F優先モード(丁測定)お

よびE∨ 測定の切換えはF tt E∨ MUL丁 |キー
を押すことにより順次変換表示されます。

13)丁優先モードの初期表示は丁125です。 (図 4)

ピ)F優先モードの初期表示はF56です。 (図 5)

15,E∨ モードの初期表示は 巨∨ 0です。 (図 6)

2.フ ラッシュ光のコー ド接続測定
11,シ ンクロコードを接続しモード切換えスイッチを

ロ マークに合わせ電源スイッチをONしてくださ

い 。

(2)単発測定と積算測定の切換えはF丁 巨∨,M∪ L丁 |

キーを押すことにより順次変わります。

(3)単発測定モードの初期値は丁125です。 (図 7)

14)積算測定モードの初期値は :凸 l● JOと丁125です。

(図 8)

蟄

図 4

図 5

図 7

リボン

園     医o ′un′

ドット

…
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3.フ ラッシュ光のコー ドレス測定

11)モード切換えスイッチをロマークに合わせ電源ス

イッチをONしてください。 (図 9)

[|1子
『ツシユ光のコード接続測定モードと同じで

(51測定ボタンを押すとロマークが点滅し測定待機状

態となります。 (図 10)

4.フイルム感度(lSO)のセット
isoキーを押したままアップ、またはダウンキーでフ

ィルム感度を合わせます。

★lSOキーを押したまま、アップまたはダウンキー

を 1秒以上押しつづけると、ISOの数値が連続し

て変わります。

★iSOのメモリーができます。

メモリーについては P14を参照ください。

5。 タイム(丁 )、ムービーコマ数、

絞り(F)の設定数値のセット
(1)T優 先モードのとき、アツプまたはダウンスイッチ

を押して設定したいタイム(シヤッター速度)に合せ

ます。 (図 11)

(21110000の 次にムービーコマ数が表示されます。(図 12)

(シヤツター開角度 100°の場合)

(3)F優先のときアツプまたはダウンスイツチを押して

設定したい絞りに合わせます。 (図 13)

★T優先モードのときアツプダウンスイッチの▲、

または▼を押しつづけるとタイムは連続して変わ

ります。

★F優先モードの場合も同様の操作でF値は連続し

て変わります。

6.受光角の切換え
受光角切換えノブで、1°または3°の受光角に合せてく

ださい。ファインダー内にも受光角が表示されます。

☆ 2つのサークルは常に表示されています。

7.視度の調整
フアインダーをのぞきサークルがはっきり見えるよう

に接眼枠を回して視度調整をしてください。

8.ブザー音のセツト
ブザーキーを押すとロマークが表示されブザーがセツ

トされます。 (図 14)

再度、押すと解除されます。

ブザーキーをセットすると次のときに鳴ります。

(1)各キー、スイツチを操作したとき一回鳴ります。

(2)口 (コ ードレス)モードでフラッシユ光を受光し

測定したとき一回鳴ります。

(3)ゾーンマーク(▲▲▲)を設定しておいてアナログ

部の測定値がその上・下限を越えたとき 2回鳴り

ます。

田     【口 認θ

口
 」 _ _璽 |′I

図 14

図12

図 13

口
 un _ _口 ′PI

口
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□測定

1

2

定常光の測定 (丁優先、F優先、
EV値測定)
モード切換えスイツチを定常光モード躙 にセット

してください。(図 15)

前項の「測定準備Jのとおりにセットします。

(P8～ PB)
フアインターをのぞいて被写体の測定したい部分を

視野中央のサークル (1° または 3° )の中に入れて

浸」定スイツチを押してください。

4 サークル内の被写体に対応する測定値が表示されま

す

★測定スイッチを離したときに測定値が固定される機

構になっていますが、離したと同時に露出計の向き

を変えると測定値が変わる恐れがあります。

★定常光モードでは、測定スイッチをONしている間
連続測定しています。

☆フアインダー後方の光の影響をうけないよう接眼枠

に目を近づけてください。

☆横からの強い光を受けているときはフアインダー内

表示が見えにくい場合がありますので手などで接眼

部を速光してください。

★F優先とE∨測定ではアナロク部のドット及びゾー

ンマークは表示されません。

☆F優先測定では、丁値の小数部分はF値表示部に換

算表示されますので絞りで微調整を行つてください。

(図 16)

★丁優先における測定1直は、F値表示とともにドット

表示します。なおドット表示は、

o           日
310→ 1´2-710、 8‐

.10→
0← 2.10のように表示しま

す。(図 17)

★測定範囲及び表示範囲を

はずれた場合はF値表示

部 に Eu(アンターエ
ラー)、 巨o(ォーバーエ

ラー)の表示がされます。

(図 lB)(図 19)

2.フラッシュ光・シンクロコード接
続の測定

手もと操作でフラッシュを発光させて測定したいとき

や、コードレスではフラッシュを発光させても露出計

が感じないときは、露出計とフラッシュをシンクロコ

ードで接続して測定します。

1 モード切換えスイッチをコード接続モード ロ に

3

セットしてください。(図 20)

前項の「測定準備」のとおリセツトします。

(P8～ P9)
フラッシュと露出計のシンクロターミナルとをシン

クロコードで接続してください。(図 21)

フアインダーをのぞいて被写体の測定したい部分を

視野中央のサークル (1・または3° )の中にいれて測

定スイッチを押すとフラッシュが発光しF値が表示

されます。(図 22)

再度測定するときは、そのまま測定スイッチを押し

てください。

[湯宮]:¥猛瞥1服肇ll奪曇よ。]幽
★シンクロターミナルにシンクロコードを接続すると

き、また電源スイッチをOFFか らONするとき、
フラッシユによつては発光するときがあります。

★タイムを設定するときは使用機材の同調範囲をあら

かじめ確認してください。

☆測定後にタイム変換すると測定値は消え、 0に なり  図221
ます。

★フラッシュによっては発光しないことがあります。

(極端にトリガー電圧を低くしているフラッシュなど)

この場合は「コードレス測定」をしてください。

☆スレーフをもちいた測定の方法もできます (P27)

を参照してください。                図23

(Π I‖ |‖‖|〕

,,c斎
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~

ヽ

ず

図 16

図17



3.フラッシュ光・コードレス測定
コードの使用がわずらわしいとき、コード接続モード

で測定ができないときに使用します。

l モード切換えスイッチをコードレスモードロ に

セツトしてください。

2 前項の「測定準備」のとおリセットします。
(P8～ P9)
3 測定スイッチを押して待機状態にしてください、

ロ マークが点滅し測定待機状態にあることを示し

ます。 (図 24)

4 フラッシュ光を受光すると自動的に測定値が表示さ
れます。 (図 25)

5 再度、測定するときは、あらためて測定スイッチを
おして再度待機状態にしてください。

★ロ マークの点滅は、測定スイッチを押すと約90秒間

継続されます。

★ロ マークが点滅していないと測定はできません。

☆ロ マークをセットしておくと受光したときブザー

音で確認できます。

4.測定後の演算
1 1SOの変換による演算
測定後lSOを変換することにより測定値の演算が

できます。

★タイム優先のとき (定常光、フラッシユ光モード)

ISOの変換により測定F値が演算されます。
(図25)→ (図 26)

四
☆絞り優先のとき (定常光)

lSOの変換により測定タイムが演算され、小数頂

は設定F値の方に表示されます。(図 27)→ (図 28)

☆巨∨値測定のとき (定常光)

ISOの変換により測定E∨値が演算されます。

(図 29)→ (図 30)

2 T変換 (タイム優先)、 F値変換 (絞り優先)による

演算

定常光モードの場合、測定後アツプキーまたはダウ

ンキーを押せば、設定1直と測定値の組合せの演算が

できます。(図 31)→ (図 32)

☆フラツシユ光モード (コ ード接続・コードレスモ

ード)で測定後タイム変換 (ア ツプキーまたはダ

ウンキー押すと)をすると、測定F値 は 0になり

ます。

3 定常光、測定モード変換による演算
F/丁 /巨 V/MULTIキーをおすと各モードによる測

定値が変換され表示されます。
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5.メモリーの方法
1.フ ィルム感度の メモ リー
感度の異なつた 2種類のフィルムをお使いの時、

「フィルム感度メモリー機能」が便利です。

liSoキ ーを押したままメモリーキーを押すと表

示されている数値が 2回までメモリーできます。

(図 33)

2測定後にISOキーを押したままメモリーリコー

ルキーを押すと、メモリーされているISO値 と

演算された測定値が呼び出されます。(図 34)

1311SOキ ーを押したままメモリーOFFキ ーを
押すとメモリーされているISOは 解除されま

すが表示されているISOは残ります。(図 35)

☆2回ロメモリー後も他のISO数値を設定はでき

ますかメモリーを呼び出しするとその値は解除

されます。

2.測定値 (定常光 )のメモ リー
丁優先でF値測定のときだけ 5回まで測定(直をメ

モリーできます。

1浸 J定後メモリーキーを押すと 凸|ョ凸 1と なり
アナログ部に。又は日で12絞り単位で表示がさ

れます。(図 36)(図 37)

2メ モリーは測定毎に 5回までできます。

36回目にメモリーキーを押すとメモリーエラー
凸ヨ凸 Eと 表示され、メモリーはできません。
4メ モリーされた値はMリ コールキーを押すと 1

回目、 2回目  とデジタル部に順次呼出せま
す。

5,凸 l●凸 0表示とメモリー値の解除はM、 OFF
キーを押して下さい。

★その他、次の操作時にはメモリーは解除されま

す。

電源スイッチをOFFし たとき、モード切換え
スイッチを変えたとき。

★オートオフの場合、電源スイツチを そのまま

OFF、 ONすると メモリーは消えてしまいま

す。

図37

メモリーした値を呼び出したいときはメモリー

リコールキーを押したまま電源スイツチをOFF、

ONし てください。

3.測定値 (フ ラ ッシュ光 )のメモ リー
単発測定の時だけ 5回まで測定値をメモリーでき

ます。

メモリーの方法は定常光と同じです。 (図 38)

☆メモリーの解除は定常光と同じですが、他にタ

イム (丁 )の切換えをすると全て解除されます。

☆コードレス測定の時には、測定スイッチを押す    「「∠Eゝ―――~~~~~

と測定待機状態となり、表示部はメモリー回数

及び F値 0を表示し、アナログ部には 12単位

でドット表示されます。 (図 39)

6.積算の方法
1回のフラッシュ光では光量不足のとき、または多重

露出による特殊な表現をしたいときなどフラッシユを

数回発光して撮影することがあります。このようなと

き、マルチモードで測定します。

l コー ド接続モー ド
111露 出計とフラッシユをシンクロコードで接続し

電源スイッチをONします。
121モ ード切換えスイツチを日 に合せFT巨 ∨
MULTIキ ーを押すと illllロロ0と表示され ま

す。 (図 40)

13)測 定スイッチを押すと 1711ロロ1の表示と測定値

が表示されます。 (図 41)

★積算回数は何回でも出来ますが10回以上は l桁

目だけ表示されます。

★明るさの差が01絞り以下の時は測定回数を増

しても測定値の変化はしません。

★積算測定の値はメモリーできません。

口 IFi

図41
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口 応用編

2.コ ー ドレスモー ド
11)モード切換えスイッチを口 に合せF/T/E∨ /

MUL丁 |キーを押すと ll l● 0と表示されます。
(図 42)

(2)測定スイッチを押すとロ マークが点滅し測定

待機状態になります。 (図 43)

0)フラッシュ光を受光する毎に illll●口l、 2……の表

示とそれぞれの測定値が表示されます。 (図 44)

★待機状態の日の点滅は各測定後、約90秒です。

★ 日の点滅中は何回でも積算測定ができます。

★再度測定するときは測定スイッチを押しなおす

と測定値及び回数が 0になります。

★その他はコード接続モードの★印と同じです。

1.写真と露出(反射光式の指示値特性)について

(リ バーサル)

図45

反射光式は「被写体に当つて反射した光」の明るさ

(輝度)を測る露出計です。被写体の明るさに (反射率

等)に応じた値が求められ、その値で露出決定をし撮

影すると、測定した部分が中間濃度 (灰色10%グレー)

になる値を示します。 (上図参照)

そのために被写体に当たる光は均―であつても、被写

体の背景の明るさ、反射率などにより異なった露出値

を指示してしまうことになります。つまり反射率の高

いものは露出アンダーに、反射率の低いものは露出オ

ーバーということになり、それぞれをノーマルに撮影

するためには指示値より露出値をシフトする必要があ

ります。前者はプラス方向に(露出を多くする)後者は

マイナス方向に(露出を少なくする)シフトすることに

なります。

(プリ
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図44
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2.フイルムの有効露光域と被写体
の輝度域について

★フィルムはカラーリバーサルで約 5段階の明るさの   図46

比を再現する能力をもつといわれています。(ネガカラ

ー、モノク回の場合は印画紙にプリントしたときの

再現を考えて約 6～ 7段階と考えてください。)

★撮影範囲にある被写体の最明部と最暗部の明るさの

比が被写体コントラストとなり、その範囲が輝度域

となります。(被写体、照明状況により異なります)

(図 46)

メモリーされた測定値E  .
05071142234
設定された
ソーンマーク

シャドーが
つぶれる
(黒くなる)

再現されるシヤドーの点

カラーリバーサル

(黒 )

シャドー

56

2%

ハイライト

→露光量

i辮り「 Tり 鯛されたF●
8 11 162232456490128

八イライトがとぶ

(自くなる)

再現される八イライトの点

(被写体コントラスト 大) … ………
(被写体コントラスト32:1(5段階))¨

(被写体コントラスト 小)… …………

ラ
イ
ト
清
明
部

(灰 ) (白 )

〕ゝ訪戴
『
馬73でj壁理孔蛹定 図″

値がフイルムにどのように再現されるかゾーンマーク    ↓
より知ることができます。                 度

このデュアルスポットFでは、被写体の八イライト部

とシャドウ部を測定してメモリーし、さらに作画上重

要な箇所を 3箇所までメモリーでき、その値がアナロ

グ表示部にドットで表示されます。このメモリーされ

た値をゾーンマークを利用することによって、フィル

ムの濃度として再現されるポイントを確認できます。

測定値をメモリーとゾーンマーク (▲▲▲)を利用し

て露出を補正すると、より作画意図に合つた露出が得

られます。(図 47)

注意)一般的に中間濃度とハイライト部の露出域は

+2%またシャドー部は-2%絞 りです。
この露出計のソーンマークは、±2%絞りになつ

ています。細かく計算する場合は、メモリーさ

れている値をメモリーキーでデジタル部に呼び

出して、そのイ直に八イライト基準では-2%絞

り、シヤドー基準では+2%絞りの計算で基準露

出を求めてください。

4.測定と露出の決定法について
カラーリバーサルの場合はH▲ ソーンマークとS▲ ゾ

ーンマークを中央部のマークよりそれぞれ 2段階半離

れた絞り値に合わせます。(図 48)

(フ ィルムにより異なりますのでP00の 3頂参照くだ

さい)  
参考図例 (各部の測定値とその露出)

1 被写体の再現したい八イライト部を測定してメモリ

ーします。(図 49)

2 被写体の再現したいシャドー部を測定してメモリー
します。(図 50)

3 被写体の中間濃度にしたい部分を測定しメモリーし
ます。(図 51)

4 被写体の最明部を測定してメモリーします。(図 52)
5 被写体の最暗部を測定してメモリーします。(図 53)

★l、 2の被写体コントラストは約32:1(5段差)で45
の被写体コントラストは約100:l(75段差)です。

図48
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露出決定法には次の4通 りがあります。作画意図やフ

ィルムの特性等により選択してください。

1ハイライ ト基準法
重要部が八イライト側にあり、被写体の中で八イライ

トとして再現したい部分を優先して露出を決めたいと

きに使用します。 (測定値で露出を決めると中間濃度

としてグレーとなりますので注意してください。)(図 54)

(1)受 光角 1°又は 3°を決めます。 (状況に応じて。)

(2)フ ィルム上に八イライト (ディテールのある)と

して再現したい部分を測定します。

13)そ の測定値をメモリーします。

14)H▲ ゾーンマークをアナ回グ部の測定値に合わせ

ます。

15)中央部のマークが指示した絞り値を読みとり露出

を決めます。

参考図例による八イライト基準法での露出決定

(1ン イヽライトに再現させたい測定メモリー値16+%
にH▲ ゾーンマークを合わせます。(図 55)
(2)八 イライト基準の露出はゾーンマークの中央が示

す値F8でタイム1/60となります。(図 55)

★このデーターで撮影すると明部は八イライトとし

て再現されます。最明部は約 1絞り、露出オーバ

ーとなり再現されません (白 くとぶ)。 再現したい

暗部はシヤドーとして再現されますが、最暗部は

それよりも約1%絞 リアンダーになり再現されない

ことが判ります。 (図 56)

(作画意図により選択してください。)
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2シャドー基準法
重要部がシヤドー側にあり被写体の中でシヤドーとし

て再現したい部分を優先して露出を決めたいとき使用

します。(図 57)

(1)受光角 l°又は 3° を決めます。          図57

(2)フ イルムにシャドー部(ディテールのある)と して

再現したい部分を測定します。          濃 
い

(3)その測定値をメモリーします。

14)S▲ ゾーンマークをアナログ部の測定値に合わせ 中 間
ます。

(5)中央部のマークが指示した絞り値を読みとり露出 ぅすぃ
を決めます。

イ 測定値での露出

□ 演算後の露出

Ｓ

黒

中央

(灰 )

参考図例によるシャドー基準法での露出決定

(1)暗部の再現させたい測定メモリー値F28+12に
シャドー側のS(▲ )ゾーンマークを合わせます。(図 53)
(2)シ ヤドー基準の露出はゾーンマークの中央が示す

値F8でタイムは 1′60と なります。(図58)    
図58

★このデーターで撮影すると、暗部はシヤドーとし

て再現されますが、最暗部は約l%絞 リアンダーと

なり再現されません。 (黒くつぶれる)

再現したい明部はH▲ゾーンマークにありますの
でハイライト部として再現されることが判ります。

最明部はそれよりも約 l絞リオーバーになり再現  図59
されないことが判ります。 (図 59)

(作画意図により選択してください。)
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3アベレージ法
撮影画面内の明部の値と暗部の値の平均で露出を決定

したいときに使用します。(被写体コントラストの状況

により再現されない明部、暗部が発生することがあり

ますので注意してください)。 (図 60)

アベレージ法での露出決定は、参考図例(P19の◎)を

こ参照ください。

濃 い

中間

うすい

図60

4標準反射板を利用 して露出を決める方法

被写体と同じ光線状態にして標準反射板 (10%反射)

を測定して露出値を決めますと標準的な露出が得られ

ます。

「
―
「
―
最
明
部

こ
ん
で
し
ま
う
ハ
イ
ラ
イ
ト
部

5.被写体コントラストの求め方
作画意図等にあつた露出管理や制御及び露出決定のた

めに必要です。

(1)フ ァインダーをのぞいて、被写体の重要な八イラ

イト部を測定しメモリーします。

21同じように被写体の重要なシヤドー部を測定しメ

モリーします。

(02箇所の測定差を読み取ります。

(図 61)(図 62)では5絞りで被写体コントラストは32

:1となります)

★アナログ部の読みとり精度は05絞りです。精度よく

読みとるには、メモリーリコールキーでデジタル表

示部に測定値を呼び出して小数項を計算してくださ

い 。

例 4/10-5/10=― 1/10(小数項の値)
表示部の値5絞 リー1/10=4%絞 りになります。

И)表より被写体コントラストを求めます。

★フラツシュ光でも同じように測定ができます。
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6.簡易輝度測定
おおよその輝度値(cd/m)が直接読みとれ相対的な輝

度差を知ることができます。

1.定常光田モードにします。

2.国 (輝度)キーを押します (液晶表示部に国 マー
クが表示されます)(図 63)

3 測定スイッチを押すとサークル内のおおよその輝
度値が表示されます。 (図64)

4 輝度値は定常光測定モード (T優先、F優先、EV
測定)に変換ができます。(図 65)(図 66)(図 67)

また、その反対に定常光測定モードの測劇直をおお

よそ簡易輝度値に変換できます。

★輝度測定の解除は、再度 □ (輝度)キーを押して

ください。

★指示補正ボリュウムが、補正値 0になつているこ

とを確認してください。(P27図 60参照)
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図63

図67
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7.その他
(1狩旨示補正の方法
この露出計は当社の基準により標準的な校正がされ

ていますが、電池室にある補正ボリウムにより、

約± 1絞り相当の範囲で補正できます。補正すると

きは、十分なテスト撮影をしたうえで、こ自分の好

みに合わせて補正してください。

但し、輝度測定のときは0の位置に戻してください。

(補正の方法)

指示補正ボリウムのミゾに①ドライバーを正しく入

れ、静かに回転して補正します。

時計方向に回転すると指示値が大きくなり、撮影し

た写真は露出がアンダーになります。

反時計方向に回転すると指示値が少さくなり撮影し

た写真は露出がオーバーになります。(図 60)(図 69)

(注意)

★補正ポリュウムは約士 l絞り以上は回転できませ

ん。

★補正以外に、このボリュウムはさわらないでくだ

さい。

②ホ ツトシユーの利用法

ホットシューに IRまたは小型フラッシュを取付け

コードインモードでスレーブ等併用することにより

手元発光ができます。

★取りつけたフラッシュ光の影響を受けることがあ

りますので、出来るだけ ガイドNOの小さいもの

をお使いください。

☆市販品の IRまたは小型フラッシュとスレープの

組合せで使用できます。

(― )       (+)

図68



0シンクロコー ド 月u売
長さ5mのコードは3つのプラグを持ち、露出計と

フラッシュおよびカメラを同調させることができる

ので、撮影をするときにもコードを差し換える必要

がなく、大変便利です。また露出計側の接続端子は

ロック機構がついているので確実に接続することが

できます。(図 70)

④三脚ネジ穴の利用
スポット露出計は受光角が極めて狭いため扱い方に

注意が必要となります。必要に応じ三脚取付けネジ

穴がついていますのでコードレス測定等で測定する

とき露出計を固定保持するときに便利です。

0被写体によつては手ブレ等の影響を受けることが

あります。

より精度を求める場合は三脚をこ利用ください。

ストロボ カメラ

図70

□取扱上のこ注意

お買上げいただいたSEKONIC DUALSPOT F
L-770は多くの電子部品で構成された 精密電子機器

ですので、下記の点にこ注意ください。

l落下または急激な衝撃は絶対にきけてください。

2高温、多湿な場所には保管しないでください。

3レ ンズ面には、ホコリ・ゴミ・傷がつかないように

また常に清潔に保つようにしてください。撮影レン

ズと同様にお取扱いください。

4この露出計の使用温度範囲は 0° ～ +40°Cです。

5保管温度範囲は-20° ～ +60°
.Cで
す。

6長期的にこ使用されないときは電池を外して保管願
います。

7余分な電池の消耗を避けるため、使用時以外は、で
きるだけ電源スイッチをOFFに してください。
8液晶表示が各スイッチキーで操作できない時、また

は異常な表示が出た時は、解除させるため一度、電

池を抜き取り、10秒以上、経過後電池を入れて下さ

い。その時はメモリー表示が解除され初期値に戻り

ます。

9太陽に向けてファインダーを直接のぞくと目を傷め

たり、受光素子の故障の原因となりますから、やめ

てください。

万一、故障がおきましたときは、最寄の営業所または

サービスセンターにお持ちください。

お近くに、営業所またはサービスセンターがなく郵送

される場合には厚さ 3 om以上の衝撃よけパッキングに

包んでから、段ボールなどで梱包してください。



日 アフターサービスについて

★弊社の製品には―定の期間内無料修理をお引受けする保証書が添付され

ておりますので、記載事項をお確かめのうえ販売店ど
‐
りお受取 りください。

なお保証書の再発行は致 しませんので、取扱説明書と併せて大切に保管し

てください。

④保証期間経過後の修理は有料となります。   0修 理をこ依頼されたものの中には、単に電
また、運賃諸掛りはお客様にこ負担願いま    池を交換するだけで正常に作動する「故障
す。                      していないもの」が見受けられます。電池

●補修用性能部品の保有期間などについて     の容量低下、①Oの逆、定格違いなどにつ
①補修用性能部品はお買上げ時より5年間を    いて、よくお確めください。
目安に保有しております。したがつて、本

期間中は原則として修理をお受けいたしま   ●転居の場合の手続きについて
す。なお故障箇所によりましては期間が過   ①転居で販売店にこ依頼しにくい場合は、最
ぎても修理可能の場合もありますのでサー    寄りのサービスセンターにこ相談ください。
ビスセンターにお問合せください。

●無料保証期間などについて

①無料保障期間はお買上げ日よりlケ年間で

こざいます。

②保証書にお買上げ日および販売店名のない

ものは保証の対象になりませんので、必ず

お確めください。

③無料保証期間内でも有料修理となる場合も

こざいますので、保証書の記載事項をお確

めください。

②修理可能期間はこ使用の状態や環境、お手

入の状態などによって異なる場合がありま

すので、現品をこ持参のうえお買上げ店ま

たはサービスセンターにこ相談ください。

③修理可能期間内でも浸冠水、強度のショッ

ク、その他損傷のいちじるしいもので、修

理後の機能維持に問題が残ると思われます

ものにつきましては修理不可能となる場合

があります。

●修理こ依頼時における留意事項

①修理品につきましては、故障内容を、また

こ指定の修理箇所があります場合には、そ

の指定箇所をできるだけ具体的にお申し出

ください。こ指定のない場合には、各部点

検をはじめ品質的、性能的に必要と認めら

れるすべてのところを検査・調整・修理す

ることになり、修理料金が加算される場合

がありますのでこ留意ください。

●お問合せ先きについて

本製品の保証、修理、使い方などのお問合せ

は、最寄りのサービスセンターをこ利用くだ

さい。

本製品の故障が原因で生じたフィルムの損

失、様々の出費、迷惑ないし不都合、精神

的な損害、その他すべては、補償致しません。

回 仕 様

測定 。測定方式 ●受光角、 1°又は 3°の 2段切換反射光式
●定常光、フラッシュ光用デジタル露出計

測定範囲(I SO100)● 定常光巨∨|～ 20」
Ⅲ
L(20.9)

●フラッシュ光F2～ 128J"'t(F128+09絞 り)
●簡易輝度 0.25～244000cd/rri

く り返 し精度●±0.lE∨

フ ァイ ンダー●固定焦点式ペンタプリズム付一眼レフ方式

●倍率…………約l.34倍

●視野角……146° (対角)

●視度補正…-25～ +1.2デ ィオプトリー
●視野内表示…受光角l°、3°、のサークルと受光角および測定値の組合せ

受 光 素 子●シリコンフォトダイオード
校 正 常 数●K=12.5
表 示 範 囲 (各数値の表示 )

●ISO(フ ィルム感度)l～ 12,500(1/3S∨ 単位)
2種類のフィルム感度メモリー付

●T(シ ヤツター速度)定常光…… 30分～1/8000秒 (1丁 V単位 )
ムービーコマ数 (f/s)… 8、 12、 16、 18、 24、 25、 30、 32、 64、 ]28

フラッシュ光………l秒～1/1000秒 (1丁∨単位 )

●F(絞 り)05～ 128+0.9(フ アインダー内も同― )
●E∨ (露出値)-5%～ 27.9
●F、 巨∨の小数項 =_(0.1)～ 」"'t(0.9)

その他の表示●測定範囲 E.u(アンダー)E.o(オーバー)
●測定モード 圏口囲田国 口 E団 側■■J lm・

口]
●アナログ部 く |● |… …、メモリー 日●ゾーンマーク ▲▲▲
●バッテリーチェック、b.cJ・t～・ _

測 定 距 離●lm～ ∞
使 用 電 池●単Ⅲ乾電池 (2本)(R-6、 LR-6)
標 準 附 属 品●ソフトケース、ストラツプ、乾電池2本

大きさ 。重さ●173(90)× 96(50)× 52(30)mm( )は グリップ寸法

約 340g(電池別)

※この仕様及び外観は改良のため予告なく変更する場合が有ります。



③  P.19 4.測定と露出の決定法について の本文4行目。

(誤)            (正 〉

P00の 3項参照ください。  ―→

R24 図60.の中の字句。

(誤 )

有効露出光      ―→

P18の 2項参照ください。

(正 )

有効露光域


